
2024.11.21（木）
19：00～20：30

参加者 ５名
市民活動センター 4名

デザイナー 福田 利典氏

市民活動センター利用者協議会 幹事

那須塩原市社会福祉協議会勤務。社協ボランティアセンター
担当時に那須塩原市協働のまちづくり推進協議会に参加。市
民活動センターの立ち上げに関わり、現在に至る。

センター立上げから関わった人、うぇるるを定期的に利用する人といろいろな視点からの意見がありました。
話のスタートは、市民活動センターも公民館もあまり違いがわからないという意見がでました。まちづくり推進協議会に参加していた方も多く、当時の

計画では「市民活動支援センター」の予定だったので、支援をする場所であり、市民活動をコーディネート（連携）する役割があり活動場所だけであれば
公民館でいいのでは？という意見がありました。

色々な意見が出される中で、実際にうぇるるを定期的に利用されている方から、ここは混沌としたものを受け入れ、話を聞いてくれて、一緒に考えてく
れる。実現したものもある。何人来るかわからないこれから育てていく事業では、公民館は受け入れてもらえない。市民活動している自分たちが作って
いくものだと思っている。何々をしてくれないという場所ではない。という意見があり、皆さんから、納得した、腑に落ちたとの声が上がりました。
今回のうぇるるトークでは、うぇるるは「漠然としたアイデアがうぇるるを通して他団体と繋がることで、形がみえてくる場所」とまとまりました。

市民活動センターと公民館。
どちらもみんなの活動場所
に利用されています。

どう違うのか？皆さんがどう
考えているのかざっくばらん
に聞かせてください。

・一般的にはどちらも活動の場所として使われていて違いがわらない
・うぇるるはあまり知られていない

・企業も見方を変えれば市民活動になる。喜んで
活動してくれる企業はあると思う。CSR

・わくわくしながら来てもらえればいい

・役員をやっていていろんな人と繋がることができた。

・SNSを利用して情報発信をした方がいい

・協働推進係がきたことで、NPO法人団体が必ず書
類の提出に来る。関わるチャンスがある。

・コーディネーターはモノやヒトに対して興味が持てるか
だと思う。どんなコトをしてきたのか。

・エキスパートが運営するべき。市職員
は異動がある。

・うぇるるは何を目指しているのか？理念は？エキスパートはいる
のか？ここに来ればこんなことをしてくれるというものは？


